






























































                                                  





















































域をめぐる公認ツアーが 7 団体によって組まれ、700 人ほどのスタッフが働いて
おり、さらに警備や管理業務、レストラン、インフラ設備などゾーンと呼ばれる


















 【チェルノブイリ原子力発電所 4 号炉】 爆発事故から 29 年を経て石棺は老
朽化しており、隣の敷地で新しいシェルターを建設中である。2015 年 3 月 5 日










































































 ウクライナ北部に位置するチェルノブイリは、首都キエフから 130 キロほどド
ニエブル川を遡上した地域で、スラブ系民族をはじめ多様な民族文化によって構











を数えるスポーツ施設と 2 つのスタジアム、3 つの釣り池、1 つの遊園地と 35 の
子ども公園、公共交通機関はチェルノブイリ原発へ向かう 3 つの駅が置かれた。                                  
                                                  
7 ウクライナのホロドモールによる犠牲者数は明らかになっていない。研究者によってその数が













先にも触れたが、原発事故直前の 1986 年のデータでは、人口 49,400 人（うち
子どもが 15,406 人）で、市の平均年齢は 26 歳という非常に若い町であった。言
うまでもなく住民の職業はチェルノブイリ原発の建設や技術者で占められており、
世帯収入は当時のソビエト連邦の平均年収の 2～3 倍と言われている。当時、大










大の原発になるはずだったが、第 1 発電所完成から 2 年後の 1986 年 4 月 26 日
未明、タービンの動作試験中に水蒸気爆発を起こし 4 号炉が崩壊した。ウラン換
算で広島原爆の 400 発分ともいわれる放射線が放出され、史上最悪(Level 7)の原
発事故となった。しかし、後に知られるように 26、27 日までに一般国民に事故
の事実が知らされることはなく、4 月 29 日の国営新聞の小さな囲い記事になった
だけで、5 月 1 日のメーデー祭典も盛大に強行された。このことによって被ばく
の被害、とりわけ、子どもへの被害(甲状腺がん)がより深刻化したと指摘されて
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10 1980 年代当時のソビエト連邦の平均収入は 100～150 ルーブル。チェルノブイリの原発作業




いる。事故から 4 日目にあたる 5 月 2、3 日に 10 キロ圏から約 1 万人が避難し、
その後ゾーンと呼ばれる 30 キロ圏全域から約 11 万 6 千人が退避した。現在、チ
ェルノブイリ原発事故による立ち入り禁止区域は2000平方キロメートルに及び、
より線量の高い 196 平方キロメートルの地域は鉄条網で覆われ、ウクライナ 92













2015 年 3 月 15 日のプリピャチ市の様子 撮影：山内 
 
４．むすびにかえて 
現在のプリピャチ市は、完全なるゴーストタウンになっており、放射線量が高
いことから、集合住宅など建造物の窓はすべて開け放たれている。 
この町の原発労働者の多くは、リクビダートル(事故処理決死隊)として、チェ
ルノブイリの廃炉作業に従事した。中には被ばくで亡くなったり、障害者になっ
た人々も少なくないという。チェルノブイリ国立博物館の解説では、原発処理班
として動員された作業員、軍人、消防士など「リクビダートル」と呼ばれた人々
の数は 40 万人以上にのぼり、その半数は障害者認定を受けている。かつてプリ
ピャチ市に住んでいた人々の多くは、避難住宅が設置された首都キエフに移住し
ている。 
福島原発事故から 4 年の歳月が流れた。依然として、私たちは事故の全容を把
握できていない。コントロールできない廃炉作業は途上である。筆者は、2014
年春から福島県南相馬市小高区の避難解除準備区域で事業を立ち上げた若者たち
の調査をはじめた。公式的な発表はされていないが、現在のところ 2016 年の避
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難解除後、小高区へ戻ってくる市民は、事故前の 2～3 割といわれている。町の
再生が可能なのかも分からない状況の中、20 キロ圏で事業を立ち上げた彼らへの
賛否も様々である。どのような〈生〉の選択がありうるのか、誰も解を持ち合わ
せてはいない。それぞれの選択が、そこにあるばかりである。引き続き、調査を
重ねる。チェルノブイリでの踏査については、小高の方々と情報共有する予定で
ある。 
 
 
 
 
最後に、キエフ市内のチェルノブイリ国立博物館の企画展示「福島への祈り」
に掲げられていた日本へのメッセージを転載する。 
 
「桜の枝‐煙の美女。 
この枝に歩み寄って、優しく抱きしめる。 
チェルノブイリから宜しくと伝えておく。 
桜が息で返事をする。 
全世界が悲しみに暮れ、皆が心配になり、 
祈りが天国まで響く。 
その中に私たちの声：私たちはあたなと共にいる。 
桜‐私たちの姉妹。傷が癒されるように祈りを捧げている。 
諦めないで！」 
あなたの兄弟、キエフの栗の木より 
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